
 

 

「大橋
おおはし

翠
すい

石
せき

」 

すいせきは山南町
さんなんちょう

の川代
かわしろ

渓谷
けいこく

を絵にかきたいと思い、丹波
た ん ば

にや

ってきました。その時、写真さつ

えいをおねがいした柏原町
かいばらちょう

の

岡林
おかばやし

写真館
し ゃ し ん か ん

さんと仲よくなり、岡

林家で絵をかくこともあったん

だよ。  

本物のようなトラの絵を 

たくさんかいたので 

「トラのすいせき」と 

よばれています。 

「幸野
こうの

楳嶺
ばいれい

」 

ばいれいは、氷上町
ひ か み ち ょ う

成松
な り ま つ

の田中
た な か

庄三郎
しょうざぶろう

さんのおうちに半年間、く

らしていたんだ。まわりの人にお

ねがいされて、たくさんの絵をか

いたよ。そのときの作品が今でも

丹波
た ん ば

ちいきにのこされています。 

「小川
おがわ

芋
う

銭
せん

」 

市島
い ち じ ま

の西山
に し や ま

泊雲
は く う ん

さんとは、はいく

友だちで、とても仲よし。子どもど

うしがけっこんして、ますます丹波
た ん ば

とのつながりがふかくなりました。 

「芋銭（うせん）」とは、米でなく

芋
い も

が食べられる銭
ぜ に

（お金）さえあれ

ばいい、という意味で名づけられた

よ。 

小川芋銭「河童図」  

 

「富岡
とみおか

鉄
てっ

斎
さい

」 

てっさいのお母さんは、今の春日
か す が

町
ちょう

黒井
く ろ い

のしゅっしんです。青垣町
あおがきちょう

佐
さ

治
じ

にも友だちがいて、佐治
さ じ

にきて絵

をかいたんだって。 

てっさいは、たくさんの本をよん

で学び、日本中を旅して自然の美し

さを目にし、人間の本当のしあわせ

とは何かをかんがえました。そして

学んだり、かんがえたりしたこと

を、のびのびとしたふでづかいで、

詩と絵にかいたんだよ。 

 

わしは学者じゃ。画家じゃない 

 

とは言いつつ、てっさいの作品は

せかいじゅうで大にんき。詩も字

も絵もかけるすごい人なんだ。 

かわいいカッパ、 

こわいカッパ、 

たくさんのカッパを 

かいた芋銭は 

「カッパのうせん」 

とよばれたよ。 

 

富岡鉄斎「富士山図」清荒神清澄寺  

また、多くのすばらしい画家

をそだてた先生としても有名だ

よ。 

この作品は、ばいれいのかい

たお手本です。これを見て生徒

たちは雪のかき方を勉強したん

だ。雪の白色をぬらずに、まわり

にぼかした色をいれることで、

雪のふんわりした感じがわかる

ような絵になったね。 

これが岡林家の 

人々のまえで、 

さらさら～とかいたという 

ライオンの絵だよ。 

大橋翠石「獅子之図」  
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